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見出し[男 3 人酔えば]             座談会[灰田、鶴田、南部]       P1 
 

女性ファン読むべからず   

            男３人酔えば    座談会 

灰田勝彦・鶴田浩二・南部僑一郎 
 

 当代のスター義兄弟灰田さんと鶴田さん、それに芸能界の悪口親父南僑さんが加って酔

っぱらったらどんな座談会になるか？ 
 

相撲に及ぶ話 

 （撮影所から真直ぐに会場へ運ばれた鶴田さんが先客、待つことしばし。いささか酩酊

した灰田さんと南部さんが現れる） 

灰田 ヨーオッ。…… 

鶴田 ヤァ、こんちわァ……。（たちまち２人抱きあって相撲をとる真似……） 

灰田 くたびれたァ……。今日は４曲吹きこんだゼ。何分ぐらい待った……？ 

鶴田 30 分くらい……。 

南部 それじゃ一つ待たしたという乾杯をせにゃァいかんナ。まず御苦労さま……。 

灰田 （鶴田さんの肩を叩いて） オレは命を張る、これはいい男なんだ。 

南部 そう命ばかり張っちゃァいけない。 

灰田 撮影は今日終ったかい？ 

鶴田 ええ、「彌太郎笠」の前篇だけはね。後篇は明日……明日は立廻り……。 

灰田 やってくれ、お若えの。……南僑さんをしってるだろう!?  十年来、オレのわるい  

  ところをみな書いてる人だと思えばまちがいない。悪口書かしたら立派な悪口を書く   

  …… 

南部 そんなことないよ。 

灰田 そこで、オレは今日、この座談会の席上で、相撲に及ぶ話になるから、それはみと  

  めてくれ。浩ちゃん相撲見たか？ 

鶴田 この間一緒に見ないかって、さそわれたんだけど、東富士が負けたからやめたよ。 

          以下この項（東富士取組の判定に付いて）略 

豚斬り勘太郎 

南部 トシちゃん、それはそうと、あんた時代劇に出たことがあるかい。出ろといわれた

ことはない!? 

灰田 ある、ある、一生懸命ある!!（笑）そのゆえんは、……（と云いながら右腕をつき

出し、ワイシャツの袖をまくってみせ）この腕なんだよ。この筋肉が魅力だちゅうん

だ。だからサ、『時代劇てえのは筋肉で写すものかい』といったら『顔も写すよ』てや

がんの。(笑) 

南部 時代劇にあんたのように眼の細いのは具合がわるいナ。 

灰田 気に入らねえの。南僑さん、少し話題を変えようよ。(笑) 



南部 浩ちゃんは時代劇に何本ぐらい出た？ 

鶴田 ３本……「遊侠」と、「影法師」と今度の｢彌太郎｣と……。 

南部 あゝそうかい。どう時代劇は……？ 

鶴田 面白いです。 

南部 とくにマーちゃん(マキノ雅弘氏)とやったら面白いでしょう、マーちゃんという人

は、不思議な人だから……。『トシ坊、今度職業野球に出られるが……』と、こういう

……。それでトシ坊がいっぺんに乗っちゃった。何に出るんだろうと思ったら球ひろ

いに出てヤガンノ。 

灰田 あれは「ノンキな父さん」のときか……。 

南部 ……ウム、その続篇や。これにはおどろいたよ、マキノの殺し文句てのには……。 

灰田 あの人には始終いためつけられてんだから、オレは……。一ぺん何か毒を盛って殺

さんといかんね。 

南部 （鶴田さんに）どうです、今度のは……。 

鶴田 いゝですよ。 

南部 マーちゃんという人は、もし映画の筋をはなすときに面白ければ、つまらない写真

なんだね。その話がまずかったら、『一寸これは面白いんじゃないか』と思えばいゝん

ですね。その点、ぼくとよく似てますからね。ぼくは話はうまいのに、原稿はあまり

うまくないんです。 

鶴田 そうでもない、そうでもない。……いや実にうまい原稿です。（笑） 

灰田 南僑さんというのは、これは一寸気に入ってるんだよ。雑誌に書くだろう、原稿を

ね。ところが原稿料を払ってくれないと……。 

南部 いやらしい!! よそうよ、そんな話…… 

灰田 いゝよ、いゝよ。つまり南僑さんがこういうことを云うんだ。『原稿料を払ってくれ

なきゃァ、各本屋を廻って、オレの書いたところを消しゴムで消してまわろうか』っ

てね。（笑）これなんざァ、充分頂ける言葉じゃないかってんだ。 

南部 ところで浩ちゃんや、酒で成功した話し、失敗した話がある!? （灰田さんを指し

て）この人は、年中失敗ばかりだからね。 

鶴田 自分も失敗が多いですね。 

灰田 だけどオレも一時はなんじゃかんじゃ、浩ちゃんとおなじような時代を経過したが、

そのころはパーッと飲んでたね。しかし、けじめはつけたね。そのくせ明日仕事があ

るというと、サーッと飲んじゃう……。 

南部 しかし、トシちゃんのその時代は明日がわからなかったんだよ。だって、刀さして

防空壕をまもってたころだもの……。 

灰田 （鶴田さんに）オイ、生れてほんとの刀をぬいたことってねえだろう。 

鶴田 ある。 

灰田 いやな奴だね、ありやがンのサ。 

鶴田 人は斬らないけど豚を斬ったんです。終戦のときですよ。おもしろいですよ、豚を

おいといたって、どっちみちもってかれるんだから、殺して、横須賀の人にやろうや

てんで、豚のいる柵の真ン中に立って、刀をふりあげて、サッとおろす途端にスーッ

と逃げちまう。あの豚というのは馬鹿なんだね、しまったと思うと、グルグルまた同



じコースをとるんだよ。そこをエイッとね。そんなことで終戦以来百何匹と殺しまし

たね。 

灰田 ホオ!！ それじゃ屠殺場の役人だ。 

鶴田 農耕班の将校がぜんぜん気がよわいんです。そういうことができねえてんで、オレ

が斬ってやろうッてやったんですよ。それがまともにいかねえんだね。首のところに

はなかなか行くもんじゃねえですよ。背中にいったり足をきったり…… 

 

義兄弟四人男 

灰田 話は飛ぶけどさ。今年は東富士横綱は一寸調子がわるかった。ところが別所は待望

の最高殊勲選手になったんだ。今年これを得られなければ、来年、再来年というと、

人間には制限があるから、チャンスがないんだよ。ないというわけじゃないが、――

あいつにはまだあるけどサ、なにしろあいつが手からボールを放すとヒュー、という

ような音がするんだから、来年も再来年も、そのチャンスはあるといっても、しかし

運もともなうから……。 

                          以下略 

 


